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1E −21 i天黙活牲物質によるカニ リサ劫葉体におげる牲決定
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　　同型舵 写を形蔵する シダ 植物の前葉体は，
1 つ の 個体に造精器 と造 卵器 の両 老

ぎ形di　z ’

きるが
， 個体群 の中達調 べると ， 造精器 は小さい個体に ， ±SJSN器 は大きい

個体に形城さ教る傾向がある（MILLER
． エ968）。 しか し， その仕組みにつ いては全 く知

られてい なか っ た 。 太報では， カニ クサにおける生殖器分化 につ いて ，進精器分化
き誘 導

一
オる雄黼 導物奠（TAKEN。 ＆ FURUYA． 1975）及 び造卵器 分化 を阻害するi天然i活

性物質 （TAKENO　ET　AL．19ア9）の前葉体6 らの合泌麦び活性物働 こ対ずる前葉体の庵受

姓の変化 の面か ら調 べ ． その 結果 に基い て牲決定の搬赭を検 討する 。

　　本研史では，
ユ977 ，年秋， 東東夫単理 単部附属植胸園で琢取 した LYG。DIUM 巡 1−

⊆遡 龍子 き用いた。 龍手を 1Ae トリ皿 当 之り 7ML の ユ／10」希叙MuRAsHIGE＆ SKooG （ユ962）

無機〕塩溶法 の 0，3毘寒i天錯抛 に ま き ， 蓮続 白色光 （5WM
−2

）下 ，
25士工

・Cで培 養 し た。造

精器 誘導物質浸び造卵器 分化 阻害物 質（O生物検定法としては ， 12日間培養 し
ー
て得 ら

れ た前葉体群か ら生長 の 揃 っ た個体を選択 し
，

・被検試料き含 b培地 に埴替之 8E 澗

焙養 した後に ， 顕微鏡下で造精 器 ， 造 卵器 形威の有無 き調 べた 。

　　初め に， 造卵器 分化 ぎ阻害ナる活牲物質に つ い て ， 前葉体小 らの分泌量｛調 べ

た。 1Ae トソ皿 当 た り 40個体の葡葉体 泡 0日 問か ら26日間培養 し
，
経 時的 に培抛 か

ら前葉体を取1寡い た後 に
，

それ．それ の培艶 の 活性之検定 した。 その結果 ， 造 卵器 分

化 を阻曹する油 性は， 16日問前葉体を培養 してい た培圸 に初め て検 出され た 。
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10日間 か ら24日 間培養 しだ前葉体毫活 ・性物質達加 えた培地 に埴 替え て造 卵・器分化 の

鬮 害の程 度き調 べる と ， 前葉体の応養性 1さ14日 目以 降 蓍しく低 下 した。こ れ らの結

果 小 ら ， この史験条件下 では ， 前葉体 は
，
著 しい 」惑壷陛の低下の後 に ， 阻害ぎひ き

おこすのに十分 な量 の活姓物襲Z…分泌する こと ボわd・ っ た。

　次 に ， 造 精器 誘 導物 賃につ い て 同様の曳験 を行 っ た 。 造 精器 分化 を誘導する 活牲

IS， 14E］PHS前葉体 を培養してい た培地で初め て検出された。　 造精器誘導 に関する

前葉体の感受性は 1与日目以降著し く低 下した 。

・従っ て ， 造精器誘導活性に関しても

前葉体は ， 著 しい 応壷牲 の低下の後に ，誘導きひ きおこすために十分な量の 活性物

賃を分泌サる こ どがむ か っ た 。

　　以 上 の結 果か 5 ， 月包子の錯養 を開始 してが らユ4B 目までのイ固体は ， 隷 出可能 な

程 の量の 活性物質を分 泌 して 1さい ない駅 ， 夕団丶 ら与 え られ た沽性物質に対 して は敏

瓲に 反応 して造卵器分化 が阻睿され ，
造精器分 化 ボ誘導され る 。

一る ， それ よ り発

生 ボ堆むと ， 個体な．十分な量の活性物賃を分 泌する よ うに なる ぶ
， 活性物質の作

用 は受 けに く くな り ， 造 均階 を形 〕成する。こ の事実か ら， 癸 生殺階 の異なる個体が

混 在す るイ醂 群で は，造 卵器 を形威 した個体が分泌 する活牲物 質の作 用詮受 けて ，

他の若し膕 体に造精器 が誘導され る こ とボ 示 峻 され ，
些長 程 度 に依有 したノ陛分化 の

事史 赱こ の老之で 矛魯 なく 説 明 でき る 。

一1   4

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


